
「視覚」から情報を得ることが困難な方は、本文を忠実に音声化した録音図書

を利用して読書を楽しまれています。この図書の製作に欠かせないのが「ボラン

ティア」の皆様の存在で、音声化する作業を「音訳」といいます。

川崎市視覚障害者情報文化センターでは、2023年度新人音訳ボランティア

養成講座を開催します。ご興味のある方、まずは下記の事前説明会にご参加く

ださい。皆様にお会いできるのを、とても楽しみにしています。

※どちらも同じ内容です。なお、当日に審査課題を配布します。読みを確認するもので、期間

内に課題文を録音したものを提出いただきます。音訳者養成講座(詳細は裏面をご参照くだ

さい)を受講するためには、この審査課題に合格する必要があります。

☑ 30名（申し込み多数の場合は抽選）

☑

センターのボランティアとしてご活動いただける方(資格や経験は不問です)

☑

8月20日（日）までに、電話・FAX・メールのいずれかでお申し込みください。

☑

川崎市視覚障害者情報文化センター

📞044-222-1611／📠044-222-8105／✉kawasaki-icc@kawasaki-icc.jp



☑

2023年9月28日（木）から

2024年2月15日（木）

13:00から16:00（全17回）

☑

審査課題に合格していること

(長く関わってくださる方歓迎！)

【前回の養成講座の様子】

「読み聞かせ」と聞くと「朗読」をイメージされる方が多いと思いますが、実際は異なり、

音訳には特有の専門技術が求められます。文章の読解力、難読語や人名・地名などの調査

技術、記号や図表などをわかりやすく音声化する処理技術、そして読みの技術などが必要

になります。

そう聞くと不安に感じる方も多いかもしれませんが、どうぞご安心ください。センターの

音訳ボランティア養成講座では初心者の方も安心して取り組めるよう、およそ半年をかけ

て、音声化のためのさまざまな技術を学んでいただきます。

いきなりすべてをできる人なんていません。実際に音訳者として活動しながら、ゆっくり

と慣れていく方がほとんどです。フォローも丁寧に行いますので、一緒にがんばっていき

ましょう！
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